
講
演
会
な
ど
で
情
報

交
換
を
進
め
理
解
を

自
動
車
工
学
の
研
究
組
織
で
あ
る

日
本
大
学
生
産
工
学
部
自
動
車
工
学

リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｕ
―
Ｃ

Ａ
Ｒ
）
の
景
山
一
郎
教
授
は
、「
研

究
す
る
大
学
と
『
も
の
づ
く
り
』
の

メ
ー
カ
ー
と
い
う
よ
う
に
役
割
が
分

か
れ
て
き
て
い
る
」
と
分
析
す
る
。

自
動
車
業
界
で
は
、
自
動
運
転
技

術
や
、
低
燃
費
化
の
た
め
の
自
動
車

軽
量
化
技
術
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｕ
―
Ｃ
Ａ
Ｒ
で
は
、
理
論
研
究
と

し
て
自
律
走
行
を
想
定
し
た
制
御
シ

ス
テ
ム
開
発
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
特
性

分
析
な
ど
、
将
来
の
自
動
運
転
車
に

必
要
不
可
欠
な
研
究
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）
や
ガ
ラ
ス
繊

維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
Ｇ
Ｆ
Ｒ

Ｐ
）
な
ど
、
自
動
車
軽
量
化
に
結
び

つ
く
複
合
材
料
の
新
し
い
加
工
法
も

研
究
し
て
い
る
。

群
馬
大
学
で
は
電
気
自
動
車
（
Ｅ

Ｖ
）
の
普
及
や
方
向
性
を
研
究
テ
ー

マ
に
「
次
世
代
Ｅ
Ｖ
研
究
会
」
を
立

ち
上
げ
た
。
1
0
0
社
以
上
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
、
部
品
メ
ー
カ
ー
が
参

加
、
将
来
的
に
「（
電
動
モ
ー
タ
ー

に
置
き
換
わ
っ
て
）
内
燃
機
関
の
車

が
無
く
な
る
」
と
の
危
機
感
が
多
く

の
企
業
を
呼
び
込
む
背
景
に
あ
る
。

研
究
会
の
幹
事
代
表
を
務
め
る
同

大
の
松
村
修
二
客
員
教
授
は
「
自
動

車
メ
ー
カ
ー
は
依
然
と
し
て
内
燃
機

関
を
手
放
し
た
く
な
い
と
い
う
思
い

が
強
い
。
大
学
な
ら
新
し
い
発
想
で

研
究
開
発
を
進
め
ら
れ
る
」
と
研
究

会
参
加
の
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
す
る
。

同
研
究
会
で
は
小
型
Ｅ
Ｖ
を
自
主
製

作
し
、
自
動
運
転
技
術
と
組
み
合
わ

せ
た
高
齢
者
向
け
超
小
型
モ
ビ
リ
テ

ィ
ー
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
今

後
、
開
発
し
た
車
両
を
使
っ
て
テ
ー

マ
パ
ー
ク
な
ど
公
道
以
外
の
場
所
で

実
証
実
験
を
行
う
予
定
だ
。

大
阪
大
学
基
礎
工
学
部
に
所
属
す

る
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
デ
ザ
イ
ン
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
可
能
性
を
模
索
し
�
年
先
を

見
据
え
た
基
礎
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
伊
藤
正
副
セ
ン
タ
ー
長
・
特
任

教
授
は
「
社
会
的
に
意
義
の
あ
る
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
し
、
未

来
の
社
会
問
題
を
見
据
え
た
基
盤
技

術
の
確
立
に
取
り
組
む
。
同
セ
ン
タ

ー
で
は
社
会
人
向
け
に
受
講
期
間
1

年
間
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
講
し

て
い
る
。
遠
隔
講
義
シ
ス
テ
ム
を
使

い
デ
ン
ソ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
大
手

企
業
や
各
地
の
商
工
会
議
所
、
研
究

拠
点
な
ど
に
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配

信
。
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
知
識
を

持
つ
人
材
育
成
を
大
学
の
役
割
と
位

置
付
け
、
取
り
組
み
を
拡
大
し
て
い

る
。基

礎
研
究
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演

会
を
開
催
す
る
動
き
も
広
ま
っ
て
い

る
。
群
馬
大
学
次
世
代
Ｅ
Ｖ
研
究
会

は
定
期
的
に
会
合
を
開
き
、
部
品
メ

ー
カ
ー
の
技
術
者
な
ど
を
招
い
て
開

発
成
果
を
発
表
す
る
場
を
設
け
て
い

る
。
Ｎ
Ｕ
―
Ｃ
Ａ
Ｒ
で
は
生
産
行
程

に
焦
点
を
当
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
Ｃ
Ａ

Ｅ
）
技
術
に
つ
い
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

実
施
し
て
い
る
。
大
学
と
企
業
双
方

の
人
材
が
出
会
う
場
を
提
供
し
、
情

報
交
換
を
通
じ
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
産
学
連
携
を
加
速
さ
せ

る
こ
と
が
狙
い
だ
。

メ
ー
カ
ー
は
大
学
を

上
手
に
生
か
す
べ
き

大
学
が
企
業
と
連
携
を
取
る
理
由

は
様
々
だ
。
群
馬
大
学
の
松
村
客
員

教
授
は
「
机
上
の
研
究
成
果
を
世
に

出
す
た
め
に
は
、
実
物
を
製
作
し
て

Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
が
あ
る
」。
し
か

し
、
研
究
費
用
が
限
ら
れ
る
大
学
側

に
と
っ
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
「
連
携

企
業
の
協
力
が
不
可
欠
だ
」
と
訴
え

る
。
Ｎ
Ｕ
―
Ｃ
Ａ
Ｒ
の
景
山
教
授
も

「
一
つ
の
研
究
テ
ー
マ
に
割
け
る
予

算
は
�
〜
�
万
円
く
ら
い
」
と
厳
し

い
台
所
事
情
を
明
か
す
。
実
際
、
Ｎ

Ｕ
―
Ｃ
Ａ
Ｒ
は
大
学
か
ら
資
金
援
助

が
無
く
独
立
採
算
制
で
、
賛
助
会
員

か
ら
の
出
資
金
が
無
け
れ
ば
活
動
で

き
な
い
と
い
う
の
が
実
情
だ
。

米
国
で
は
、
企
業
が
共
同
研
究
な

ど
を
通
じ
て
大
学
の
技
術
や
人
材
を

活
用
し
競
争
力
の
高
い
製
品
を
開
発

し
、
大
学
は
多
額
の
ラ
イ
セ
ン
ス
収

入
を
得
て
こ
れ
を
研
究
開
発
費
に
充

当
す
る
産
学
連
携
が
確
立
さ
れ
て
い

る
。
景
山
教
授
は
「
日
本
の
メ
ー
カ

ー
は
も
っ
と
大
学
を
上
手
に
生
か
す

べ
き
だ
」
と
指
摘
す
る
。
今
後
は
基

礎
研
究
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く

「
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
と
自
由
に
議

論
で
き
る
場
に
な
れ
ば
」
と
期
待
を

寄
せ
る
。

自
動
運
転
技
術
や
軽
量
化
の
た
め

の
新
材
料
、
電
動
モ
ー
タ
ー
や
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど
、
自
動
車
メ

ー
カ
ー
や
部
品
メ
ー
カ
ー
が
研
究
開

発
を
迫
ら
れ
る
新
し
い
分
野
は
多
岐

に
わ
た
る
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た

め
の
技
術
者
の
不
足
は
避
け
ら
れ
な

い
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
分
野
で
の

開
発
競
争
は
激
化
し
て
い
る
。
本
格

的
に
産
学
連
携
を
深
化
さ
せ
る
こ
と

は
日
本
の
自
動
車
産
業
の
競
争
力
を

大
き
く
左
右
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

自
動
車
の
最
先
端
技
術
の
早
期
実
用
化
に
向
け
て
、
日
本
で
も
大
学
と
企
業
が
共
同

研
究
を
行
う
産
学
連
携
が
加
速
し
て
い
る
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
商
品
や
生
産
に
直

結
す
る
研
究
に
は
熱
心
だ
が
、
基
礎
的
な
研
究
に
は
な
か
な
か
手
が
回
ら
な
い
の
が
実

情
だ
。
一
方
の
大
学
は
、
人
材
が
豊
富
で
研
究
テ
ー
マ
に
制
限
が
な
い
も
の
の
、
研
究

費
用
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
新
た
な
機
材
を
使
っ
た
実
験
や
試
作
品
の
製
作
な
ど
が
難

し
い
。
環
境
対
応
や
安
全
技
術
の
進
化
で
、
自
動
車
開
発
に
求
め
ら
れ
る
研
究
分
野
の

す
そ
野
は
拡
大
し
て
お
り
、
足
り
な
い
分
野
を
補
う
た
め
、
企
業
が
大
学
の
知
識
や
人

材
を
頼
り
に
し
て
い
る
。

連
携
先
は
大
手
メ
ー
カ
ー
に
限
ら
な
い
。
自
主
製

作
な
ど
で
は
地
元
企
業
の
協
力
が
力
を
発
揮
す
る

講
演
会
で
は
研
究
報
告
が
行
わ
れ
る
。
情
報
共
有

が
自
動
車
技
術
の
発
展
に
つ
な
が
る

日日
本本
でで
もも
産産
学学
連連
携携
進進
むむ

研究開発投資や人材で相互補完
理
論
研
究
に
用
い
ら
れ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
。
導

入
に
は
産
学
連
携
が
不
可
欠
だ

最
先
端
技
術
の
早
期
実
用
化
へ

競競
争争
力力
強強
化化
でで
不不
可可
欠欠

8月16日
（火曜日）

日刊自動車新聞社が記事利用を許諾しています。

掲載日 2016 年 8月 16 日 日刊自動車新聞 3面 Ⓒ日刊自動車新聞社 無断複製転載を禁じます。


